
(57)【要約】
【課題】（１）水溶性食物繊維は過剰の投与によって下痢症状を引き起こす問題点があっ
た。
（２）血清や肝臓などにおいて各種脂質すべてに関して代謝促進を促すことのできるオリ
ゴ糖，あるいは微生物製剤に関する報告はこれまでなかった。
【解決手段】乳酸菌菌体（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）とセロビ
オースを配合比で、１：２．５～８含有せしめたことを特徴とする整腸及び脂質代謝促進
用肥料食・飼料添加物。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
乳 酸 菌 　 （ Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｒ ｈ ａ ｍ ｎ ｏ ｓ ｕ ｓ ） 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス を 配
合 比 で 、 １ ： ２ ． ５ ～ ８ 含 有 せ し め た こ と を 特 徴 と す る 整 腸 及 び 脂 質 代 謝 促 進 用 肥 料 食 ・
飼 料 添 加 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 乳 酸 菌 菌 体 と 水 溶 性 食 物 繊 維 を 同 時 に 含 有 さ せ る こ と で ， 整 腸 効 果 と 共 に 、 各
々 単 独 の 場 合 に 比 べ て 著 し い 脂 質 濃 度 低 下 効 果 を 示 す 脂 質 代 謝 促 進 用 肥 料 食 ・ 飼 料 添 加 物
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 乳 酸 菌 ・ 発 酵 乳 の 機 能 に 関 心 が も た れ る き っ か け と な る 報 告 は ， 二 十 世 紀 初 頭 に
メ チ ニ コ フ に よ っ て 提 唱 さ れ た 不 老 長 寿 説 と い わ れ る 。 こ れ は 発 酵 乳 を 常 食 し て い る 人 々
の 寿 命 は 長 く 、 そ れ は 乳 酸 菌 が 腸 内 に 定 着 し 有 害 菌 に よ る 腐 敗 を 抑 え る た め で あ る と の 考
え で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 で は ， プ ロ バ イ オ テ ィ ク ス ・ バ イ オ ジ ェ ニ ッ ク ス の 観 点 か ら も 大 き く 注 目 さ れ る よ う
に な り 、 機 能 性 食 品 成 分 と し て の 乳 酸 菌 に 関 す る 多 く の 研 究 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ ま で に 機 能 性 に 関 す る 報 告 と し て 、 整 腸 作 用 ， 血 中 コ レ ス テ ロ ー ル 低 下 作 用 、 抗 腫 瘍
作 用 、 免 疫 賦 活 作 用 、 血 圧 低 下 作 用 な ど が 知 ら れ て い る 。 　 し か し こ れ ら は す べ て 乳 酸 菌
単 独 で 摂 取 し た 例 で あ る 。
一 方 、 あ る 種 の 水 溶 性 食 物 性 繊 維 が 整 腸 、 腸 内 腐 敗 抑 制 、 大 腸 ガ ン 抑 制 等 の 効 果 を 示 す こ
と も 広 く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 水 溶 性 食 物 繊 維 は 、 過 剰 の 投 与 に よ っ て 下 痢 症 状 を 引 き 起 こ す 問 題 点 が あ
っ た 。
ま た 血 清 や 肝 臓 な ど に お い て 各 種 脂 質 す べ て に 関 し て 代 謝 促 進 を 促 す こ と の で き る オ リ ゴ
糖 、 あ る い は 微 生 物 製 剤 に 関 す る 報 告 は こ れ ま で な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 し た 優 れ た も の で あ り 、 そ の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 乳 酸 菌 　 （
Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｒ ｈ ａ ｍ ｎ ｏ ｓ ｕ ｓ ） 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス を 配 合 比 で 、 １
： ２ ． ５ ～ １ ０ 含 有 せ し め た こ と を 特 徴 と す る 整 腸 及 び 脂 質 代 謝 促 進 用 肥 料 食 ・ 飼 料 添 加
物 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
即 ち 本 発 明 者 等 は 、 分 離 、 同 定 し た 乳 酸 菌 Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｒ ｈ ａ ｍ ｎ ｏ ｓ
ｕ ｓ 　 （ 以 下 単 に 乳 酸 菌 と 称 す る ） に つ い て 、 そ の 機 能 性 の 発 現 を 期 待 し て 、 ラ ッ ト に 投
与 し 脂 質 代 謝 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 結 果 ， 乳 酸 菌 の 単 独 投 与 で は ， 血 清 脂 質 に 対 す る 影
響 は 認 め ら れ な か っ た が 、 乳 酸 菌 を セ ロ ビ オ ー ス と 同 時 に 投 与 す る と ， 血 清 中 の 総 脂 質 ，
中 性 脂 肪 ， β － リ ポ タ ン パ ク お よ び コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 が 低 下 す る と 供 に 、 肝 臓 脂 質 に つ
い て も 減 少 す る と 言 う 相 乗 効 果 の 新 知 見 を 得 て 本 発 明 を 完 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に お い て 、 前 記 乳 酸 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス と の 配 合 比 は 、 １ ： ２ ． ５ ～ ８ に す る こ と
に よ り ｐ Ｈ の 低 下 と 共 に 酢 酸 及 び プ ロ ピ オ ン 酸 量 が 有 意 に 増 加 し 、 同 時 に 全 細 菌 、 総 乳 酸
菌 、 乳 酸 菌 体 の 各 菌 数 が 増 加 し 、 大 腸 菌 群 数 が 低 下 す る 。
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こ れ に よ り （ ａ ） 　 整 腸 効 果 （ ヒ ト や 摂 取 動 物 に お け る 腸 内 容 物 通 過 時 間 の 短 縮 と 排 出 物
の 水 分 保 持 性 ） と 共 に ， 水 溶 性 食 物 繊 維 が し ば し ば 示 す 下 痢 症 状 の 改 善 効 果 、 及 び （ ｃ ）
　 血 清 や 肝 臓 中 に お け る 体 内 総 脂 質 濃 度 低 下 （ 脂 質 代 謝 昂 進 ） 効 果 を 確 実 に 得 る の で あ る
。
つ ま り 前 記 乳 酸 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス と の 配 合 比 を １ ： ２ ． ５ 未 満 に す る と 　 　 　 　 　 脂 質
代 謝 促 進 効 果 が 得 ら れ ず 、 １ ： １ ０ を 超 え る と 下 痢 症 状 の 改 善 効 果 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に お い て 、 乳 酸 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス は 、 単 に 混 合 し 又 は 、 ペ レ ッ ト 化 し て 単 品 と し
て よ く 、 ま た こ れ ら を そ の 他 の 食 品 や 飼 料 に 添 加 し た 配 合 食 ・ 飼 料 と し て 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 乳 酸 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス 以 外 に 配 合 す る 他 の 食 品 成 分 や 飼 料 と し て は 、 ミ ネ ラ ル 混 合
物 、 ビ タ ミ ン 混 合 物 、 カ ゼ イ ン 、 大 豆 油 、 シ ョ 糖 、 Ｄ Ｌ － メ チ オ ニ ン 等 が 列 記 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 例 】
以 下 に 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 述 す る 。
本 実 施 例 で 使 用 す る 乳 酸 菌 体 は 、 湿 潤 状 態 ４ ℃ に て 数 週 間 以 上 安 定 に 生 存 す る も の で 、 －
８ ０ ℃ で 冷 凍 保 存 し た 後 に 調 製 し た も の で あ る 。 こ の 乳 酸 菌 体 の 調 製 は 、 Ｍ Ｒ Ｓ 培 地 を 用
い て ３ ７ ℃ 、 ２ ４ 時 間 、 嫌 気 下 に 静 置 培 養 し 、 培 養 後 、 遠 心 分 離 （ １ ０ ， ０ ０ ０ 　 Ｇ 、 ２
０ ｍ ｉ ｎ 、 ４ ℃ ） に よ っ て 集 菌 し 、 こ れ を 未 乾 燥 の ま ま セ ロ ビ オ ー ス と そ の 他 の 食 品 や 飼
料 と 配 合 し た も の で 各 飼 料 組 成 を 表 １ の Ｃ Ｅ Ｌ ＋ 乳 酸 菌 に 示 す 。
表 １ に は 、 ５ － １ ０ ％ の セ ロ ビ オ ー ス の み を 添 加 し た 飼 料 Ｃ Ｅ Ｌ と ０ ． ５ － ２ ． ０ ％ の 乳
酸 菌 菌 体 を 単 独 添 加 し た 比 較 例 を 併 記 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
実 験 １ ： 該 乳 酸 菌 菌 体 を 単 独 投 与 に よ る 影 響
実 験 動 物 と し て ４ 週 齢 の ウ ィ ス タ ー 系 雄 ラ ッ ト を 用 い た 。 ラ ッ ト は ， 個 別 の ス テ ン レ ス 製
ケ ー ジ に 入 れ て ， 室 温 ２ ３ ± １ ℃ ， １ ２ 時 間 明 暗 サ イ ク ル （ 明 期 ８ ： ０ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０ ）
下 で 飼 育 し た 。 ７ 日 間 予 備 飼 育 （ ３ 日 間 市 販 固 形 飼 料 （ Ｍ Ｆ ： オ リ エ ン タ ル 酵 母 工 業 （ 株
） ） 、 ４ 日 間 精 製 飼 料 ） し 馴 化 し た 後 、 １ 群 ６ 匹 と し 、 ２ 群 に 分 け た 。 食 物 繊 維 を 含 ま な
い ２ ０ ％ カ ゼ イ ン 食 を 基 本 食 （ Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ） と し 、 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ に 乳 酸 菌 菌 体 を 乾
燥 重 量 と し て ０ ． ５ － ２ ． ０ ％ （ 飼 料 １ ｋ ｇ あ た り ０ ． ５ － ２ × １ ０ １ ３ 個 ） 添 加 し た 実
験 食 の ２ 種 類 の 飼 料 を そ れ ぞ れ 水 道 水 と と も に 自 由 摂 取 さ せ 、 １ ４ 日 間 飼 育 し た 。 な お ，
乳 酸 菌 菌 体 は 未 乾 燥 の ま ま 添 加 し 、 乳 酸 菌 体 の 乾 燥 重 量 と 同 量 の シ ョ 糖 と 置 換 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
実 験 ２ ： 該 乳 酸 菌 菌 体 お よ び セ ロ ビ オ ー ス の 同 時 投 与 に よ る 影 響
実 験 動 物 と し て ３ 週 齢 の Ｗ ｉ ｓ ｔ ａ ｒ 系 雄 ラ ッ ト を 用 い た 。
ラ ッ ト は 、 個 別 の ス テ ン レ ス 製 ケ ー ジ に 入 れ て 、 室 温 ２ ３ ± １ ℃ 、 １ ２ 時 間 明 暗 サ イ ク ル
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（ 明 期 ８ ： ０ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０ ） 下 で 飼 育 し た 。 ３ 日 間 市 販 固 形 飼 料 で 馴 化 し た 後 、 １ 群 ３
匹 と し 、 ２ 群 に 分 け た 。 上 記 基 本 食 に ５ － １ ０ ％ の セ ロ ビ オ ー ス の み を 添 加 し た 飼 料 （ Ｃ
Ｅ Ｌ ） と 、 セ ロ ビ オ ー ス と 乳 酸 菌 菌 体 を 同 時 に 添 加 し た 飼 料 （ Ｃ Ｅ Ｌ ＋ 乳 酸 菌 ） を そ れ ぞ
れ 水 道 水 と と も に 自 由 摂 取 さ せ 、 １ ４ 日 間 飼 育 し た 。
実 験 ３ ： 乳 酸 菌 菌 体 お よ び セ ロ ビ オ ー ス の 同 時 投 与 に よ る 影 響
実 験 動 物 と し て ３ 週 齢 の Ｗ ｉ ｓ ｔ ａ ｒ 系 雄 ラ ッ ト を 用 い た 。
ラ ッ ト は 、 個 別 の ス テ ン レ ス 製 ケ ー ジ に 入 れ て 、 室 温 ２ ３ ± １ ℃ 、 １ ２ 時 間 明 暗 サ イ ク ル
（ 明 期 ８ ： ０ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０ ） 下 で 飼 育 し た 。 ３ 日 間 市 販 固 形 飼 料 で 馴 化 し た 後 、 １ 群 ３
匹 と し 、 ２ 群 に 分 け た 。 上 記 基 本 食 に ５ － １ ０ ％ の セ ロ ビ オ ー ス の み を 添 加 し た 飼 料 （ Ｃ
Ｅ Ｌ ） と 、 １ ０ ％ の セ ロ ビ オ ー ス と 乾 燥 重 量 と し て ０ ． ５ ～ ２ ． ０ ％ の 乳 酸 菌 体 を 同 時 に
添 加 し た 飼 料 （ Ｃ Ｅ Ｌ ＋ 乳 酸 菌 ） （ 即 ち 乳 酸 菌 体 対 セ ロ ビ オ ー ス の 配 合 比 率 が １ ： ２ ． ６
～ ８ ） を そ れ ぞ れ 水 道 水 と と も に 自 由 摂 取 さ せ 、 １ ３ 日 間 飼 育 し た 。 飼 育 期 間 終 了 後 、 エ
ー テ ル 麻 酔 下 で 心 臓 よ り 採 血 し 、 肝 臓 、 盲 腸 を 摘 出 し 、 重 量 を 測 定 し た 。 ま た ， 盲 腸 内 容
物 の 短 鎖 脂 肪 酸 量 を Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ に て 、 各 種 細 菌 菌 濃 度 を １ ６ Ｓ 　 ｒ Ｄ Ｎ Ａ プ ロ ー ブ を 用 い た
蛍 光 ｉ ｎ 　 ｓ ｉ ｔ ｕ 　 ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン 法 に て 分 析 し た 結 果 を 表 ６ に 記 載 し て あ る
。
結 果
実 験 １ お よ び 実 験 ２ に お い て ， １ ４ 日 間 の 飼 育 を 行 っ た と き の 体 重 増 加 量 ， 飼 料 摂 取 量 ，
飼 料 効 率 ， 体 重 １ ０ ０ ｇ あ た り の 臓 器 重 量 を 表 ２ ， 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
い ず れ に お い て も 各 二 群 間 に 有 意 差 は な く 、 乳 酸 菌 菌 体 の 添 加 に よ る 体 重 増 加 お よ び 臓 器
重 量 比 に 対 す る 影 響 は 認 め ら れ な か っ た 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
乳 酸 菌 菌 体 単 独 投 与 の 血 清 脂 質 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て の 結 果 を 表 ４ に 示 す 。
Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ に 対 し ， 乳 酸 菌 菌 体 単 独 投 与 の 群 の 各 数 値 に は 、 ほ と ん ど 差 が な く 乳 酸 菌
菌 体 の み に よ る 影 響 は 観 察 さ れ な か っ た 。
乳 酸 菌 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス の 同 時 投 与 に よ る 血 清 お よ び 肝 臓 脂 質 へ の 影 響 に つ い て 表 ５ に
示 す 。
血 清 成 分 に 関 し て は 、 乳 酸 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス を 配 合 の Ｃ Ｅ Ｌ ＋ 乳 酸 菌 投 与 の 群 の 値 は Ｃ
Ｅ Ｌ 投 与 の 群 の 値 と 比 較 し て 、 総 脂 質 、 中 性 脂 肪 、 β － リ ポ タ ン パ ク に お い て 有 意 な 低 値
を 示 し た 。 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 コ レ ス テ ロ ー ル お よ び リ ン 脂 質 は 有 意 差 は な い も の の 低 い
値 を 示 す 傾 向 が み ら れ た 。 ま た 肝 臓 脂 質 に つ い て も Ｃ Ｅ Ｌ と 投 与 の 群 に 対 し て 、 乳 酸 菌 体
と セ ロ ビ オ ー ス を 配 合 の Ｃ Ｅ Ｌ ＋ 乳 酸 菌 投 与 の 群 の 値 は 減 少 す る 傾 向 を 示 し 、 乳 酸 菌 菌 体
の 単 独 投 与 で は 認 め ら れ な か っ た 優 れ た 効 果 現 象 が 観 察 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 ５ 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
以 上 の こ と か ら 、 実 験 ３ に お け る 盲 腸 内 容 物 の 短 鎖 脂 肪 酸 量 を Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ （ ： 有 機 酸 分 析 シ
ス テ ム ， 島 津 製 作 所 製 ） に て 、 各 種 細 菌 菌 濃 度 を １ ６ Ｓ 　 ｒ Ｄ Ｎ Ａ プ ロ ー ブ を 用 い た 蛍 光
ｉ ｎ 　 ｓ ｉ ｔ ｕ 　 ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン 法 に て 分 析 し た 結 果 を 表 ６ に 示 す 。
そ の 結 果 、 乳 酸 菌 体 （ Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｒ ｈ ａ ｍ ｎ ｏ ｓ ｕ ｓ ） と セ ロ ビ オ ー
ス を 配 合 の Ｃ Ｅ Ｌ ＋ 乳 酸 菌 の 投 与 の 群 で は ｐ Ｈ の 低 下 と 共 に 酢 酸 及 び プ ロ ピ オ ン 酸 量 が 有
意 に 増 加 し て お り 、 同 時 に 全 細 菌 、 総 乳 酸 菌 、 該 乳 酸 菌 の 各 菌 数 が 増 加 し 、 大 腸 菌 群 数 が
若 干 低 下 し て い た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 で 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 乳 酸 菌 　 （ Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｒ ｈ ａ
ｍ ｎ ｏ ｓ ｕ ｓ ） 菌 体 と セ ロ ビ オ ー ス を 配 合 せ し め た 整 腸 及 び 脂 質 代 謝 促 進 用 肥 料 食 ・ 飼 料
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添 加 物 は 、 　 （ ａ ） 　 整 腸 効 果 （ ヒ ト や 摂 取 動 物 に お け る 腸 内 容 物 通 過 時 間 の 短 縮 と 排 出
物 の 水 分 保 持 性 ） と 共 に ， 水 溶 性 食 物 繊 維 が し ば し ば 示 す 下 痢 症 状 の 改 善 効 果 ， 及 び （ ｂ
） 　 血 清 や 肝 臓 中 に お け る 体 内 総 脂 質 濃 度 低 下 （ 脂 質 代 謝 昂 進 ） 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
人 は 様 々 な ス ト レ ス か ら 下 痢 や 便 秘 な ど を 起 こ す 。 ま た 、 昨 今 の 西 欧 型 食 事 即 ち 脂 質 摂 取
量 過 多 に よ る 肥 満 と そ れ に 由 来 す る 成 人 病 発 症 が 問 題 と な っ て い る 。 ま た 、 ペ ッ ト な ど に
お い て は ス ト レ ス を 与 え る 生 育 環 境 、 不 衛 生 畜 舎 、 投 与 飼 料 の イ ン バ ラ ン ス そ の 他 を 原 因
と す る 下 痢 や 便 秘 な ど が し ば し ば 引 き 起 こ さ れ る 。 こ れ に 対 し て 抗 生 剤 等 の 予 防 的 投 与 が
行 わ れ て い る が そ の よ う な 無 節 操 抗 生 剤 の 使 用 は 畜 産 製 品 へ の 残 留 の 問 題 と 土 壌 環 境 中 な
ど へ の 過 剰 分 の 放 出 に よ る 抗 生 物 質 耐 性 菌 の 出 現 と い う 問 題 を 抱 え て い る 。
こ の よ う な 場 面 に お い て ゆ る や か で ， し か も 常 食 ， 過 剰 摂 取 に 関 し て 問 題 点 が 極 め て 少 な
い と 考 え ら れ る 本 発 明 品 は ， 特 定 健 康 保 健 食 品 あ る い は 機 能 性 ペ ッ ト フ ー ド と し て の 使 用
が 今 後 大 い に 期 待 さ れ る 。
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